
 

  

2026 年 5 月号   

令和 8 年 5 月 1日発行 通巻 418号 



 

  

日 曜 行　　事 時　　　間 場　　所 担　 当

G.G　練習 9:30～ 北堀公園 岩崎・坪内

民 謡 の 会 14:00～16:00 藤城の家よりみち 宮　杉

2 土 定例役員会 10：00～ 鈴木・高橋

3 日 雀友会(健康麻雀） 12：45～16：00 松　村

8 金 三宅・西川

12 火 大西・渡辺

14 木 ねんりんピック予選会 8：30～ 岩倉東公園

G.G　練習 9:30～ 北堀公園 河本・池田

民 謡 の 会 14:00～16:00 藤城の家よりみち 宮　杉

19 火 G.G　練習 9:30～ 北堀公園 公文代・瀬田

22 金 坪内・今川

26 火 野間・佐々木

29 金 G.G　練習 9:30～ 北堀公園 藤井夫妻

北堀公園

G.G　練習 9:30～ 北堀公園

G.G　練習 9:30～

 藤城連合実年会　行事カレンダー

     　　  令　和　　8　年　5 月
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  藤
城
さ
く
ら
ま
つ
り
２
０
２
６ 

開
催
報
告 

 
令
和
８
年
３
月
２
９
日
（
日
）
午
前
１
１
時
よ
り
、
藤
城
ふ
れ
あ
い
委

員
会
主
催
の
「
藤
城
さ
く
ら
ま
つ
り
２
０
２
６
」
が
藤
城
小
学
校
第
２
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
満
開
の
桜
が
会
場
を
彩
り
、
春
の
訪

れ
を
感
じ
る
中
、
多
く
の
地
域
の
皆
さ
ま
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

今
年
は
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
石
臼
で
の
餅
つ
き
を
実
施
し
ま
し

た
。
蒸
し
上
げ
た
も
ち
米
を
大
人
が
丁
寧
に
「
こ
ね
」
た
後
、
子
ど
も
た

ち
が
「
ペ
ッ
タ
ン
、
ペ
ッ
タ
ン
」
と
元
気
よ
く
杵
を
振
り
下
ろ
し
、
会
場
は

掛
け
声
と
笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
つ
き
あ
げ
た
餅
は
小
餅
に
し
て
配

布
し
、
初
め
て
体
験
す
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
印
象
深
い
ひ
と
と

き
と
な
り
ま
し
た
。 

飲
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
あ
ん
こ
と
き
な
粉
の
手
作
り
小
餅
を
販
売
し
、

大
変
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
遊
び
コ
ー
ナ
ー
で
は
ペ
タ
ン
ク
や
モ
ル

ッ
ク
の
体
験
を
通
じ
て
、
子
ど
も
同
士
や
家
族
で
の
交
流
が
広
が
り
ま

し
た
。
中
で
も
綿
菓
子
の
手
づ
く
り
体
験
は
長
い
列
が
で
き
る
ほ
ど
の

人
気
で
、
子
ど
も
た
ち
は
大
き
な
綿
菓
子
作
り
に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。 

ま
た
、
実
年
会
の
皆
さ
ま
が
和
や
か
に
歓
談
さ
れ
る
姿
も
見
ら
れ
、

世
代
を
超
え
た
交
流
の
場
と
な
っ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

地
域
に
は
多
く
の
行
事
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
実
年
会
を
は
じ
め
、

皆
さ
ま
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

春
の
ひ
と
と
き
を
と
も
に
楽
し
み
、
地
域
の
絆
が
さ
ら
に
深
ま
る
一

日
と
な
り
ま
し
た
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（髙
橋
） 
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藤城学区社会福祉協議会 

【健康すこやか学級】 

  

     4月 9日（木）藤城の家よりみちにて 

前半介護予防推進の指導を受けながらのレクレーション。 

後半は桜の花の残る北堀公園にお散歩に行きました。 

それぞれの速さで､思い思いの場所まで。記念撮影｢はいチーズ｣ 

   
 

4月 16日（木）クラフト DAY 5月飾りの作成 

 
ヤクルト容器に毛糸をグルグル、小さいパーツでデコレーション 

 
  

5月の開催日 14日・21日 
問合せ先：090-6915-9781 諸藤 
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  藤城ニューフレンドだより

健康部　岩崎徳次

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊今月も新緑の中、楽しく身体と頭を動かしましょう。

　＊4月8日（水）に伏見区老連主催親睦グラウンド・ゴルフ大会が開催され１１名が参加。
　　　部員の瀬田ヨシ子さんが藤森校区から出場され準優勝を果たされました。

＊５月１４日（木）にねんりんピック京都市予選が岩倉東公園で行われます。当クラブ
　からは２チーム１２人の選手でもって出場し京都市代表の座に挑戦します。

＊5月21日（木）に深草グラウンド・ゴルフクラブ主催にて親睦グラウンド・ゴルフ大会が

　　開催されます。当部からも参加の予定です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和８年３月　グラウンド・ゴルフ成績表
男性

開催日 参加者
平均

スコア
H-1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホールインワン(H-1)達成者　（敬称略）

６日 9 21.37 5 大西②　岩崎　河本　野間

１０日 11 21.18 6 大西②　野間　藤井　藤田　松村
１３日 11 22.28 7 野間③　石原　河本　坪内　細川
１７日 9 22.74 4 岩崎　野間　藤井　藤田
２４日 10 21.67 8 河本②　細川②　岩崎　大西　野間　藤井

計５日 50 21.88 30

女性

６日 15 23.00 7 池田　今川　小園　佐々木　瀬田　西川　藤井
１０日 16 23.41 2 今井　瀬田

１３日 14 23.10 6 小園　坂田　瀬田　谷口　原田　藤井　

１７日 12 23.78 6 藤井②　今川　小園　西出喜　西村

２４日 15 22.8 10 藤井③　田原②　今川　小園　西出喜　原田　渡辺

計５日 72 23.18 31

令和７年度年間最優秀選手は以下の方々でした。おめでとうございます。（敬称略）

19.68 20.03

44 47

４月１４日（火）練習時

に令和８年度総会が

開催され（４月１日の

部員３０名中２４名が

出席）令和７年度決算

を報告。また令和８年

度予算（案）について

承認されました。

左の写真は総会参加

のみなさん。

年間最優秀項目

ベスト平均スコア

最多ホールインワン

男　　　　　性 女　　　　性

坪内俊郎

藤井信夫

田原佐代子

藤井スミ
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令和７年度　大会試合等実績　　　　令和７年４月１日～８年３月３１日

開催月日 開催場所 人数

1 4月17日 淀競馬場 ８人

2 5月15日 岩倉東公園 ６人

3 5月22日 淀競馬場 ７人

4 5月29日 淀競馬場 １０人

5 6月13日 北堀公園 ２８人

6 9月25日 北堀公園 ２４人

7 9月30日 淀競馬場 １０人

8 10月26日 横大路公園 中止

9 11月16日 西京極グランド ４人

10 12月3日 淀競馬場 １１人

11 12月12日 北堀公園 １９人

12 1月7日 淀競馬場 １２人

13 3月10日 北堀公園 ２７人

令和８年度　　大会試合等予定　　　令和８年４月１日～９年３月３１日

開催月日 開催場所

1 4月7日 淀競馬場

2 4月30日 淀競馬場

3 ５月 淀競馬場

4 ５月 岩倉東公園

5 ６月 北堀公園

6 ９月 北堀公園

7 ９月 淀競馬場

8 １０月 横大路公園

9 １１月 西京極グランド

10 １２月 淀競馬場

11 １２月 北堀公園

12 １月 淀競馬場

13 ３月 北堀公園

泉健太事務所健友会グラウンドゴルフ大会

体振市スポーツフェスティバル　

区老連　秋季親睦大会

藤城ニューフレンド冬季大会

大　会　名 主催団体

泉健太事務所

京都市

深草グラウンドゴルフ同好会

健友会グラウンドゴルフ大会

ねんりんピック京都予選会

深草カップ親睦大会

１１/１４ 帰帆島グラウンド・ゴルフ場　琵琶湖座

忘　　年　　会 12/２６   にぎり長次郎

区老連　春親睦大会

藤城ニューフレンド夏季大会

藤城ニューフレンド秋季大会

区老連　涼風親睦大会

体振伏見区民大会

伏見区老人クラブ連合会

藤城ニューフレンド

藤城ニューフレンド

伏見区老人クラブ連合会

体育振興会連合会

体育振興会連合会

伏見区老人クラブ連合会

藤城ニューフレンド

藤城ニューフレンド春季大会 藤城ニューフレンド

暑気払いランチビュッフェ ７/24  ダイニング　ガザ

藤城ニューフレンド春季大会 藤城ニューフレンド

日帰りグラウンド・ゴルフツアー

区老連　秋季親睦大会 伏見区老人クラブ連合会

藤城ニューフレンド冬季大会 藤城ニューフレンド

区老連　涼風親睦大会

体振伏見区民大会

藤城ニューフレンド秋季大会

藤城ニューフレンド夏季大会

ねんりんピック京都予選会

主催団体

藤城ニューフレンド

親睦行事

健友会グラウンドゴルフ大会 泉健太事務所

体振市スポーツフェスティバル

伏見区老人クラブ連合会

体育振興会連合会

体育振興会連合会

大　会　名

区老連　春親睦大会

健友会グラウンドゴルフ大会

深草カップ親睦大会

伏見区老人クラブ連合会

泉健太事務所

深草グラウンドゴルフ同好会

京　都　市

藤城ニューフレンド

親睦行事

暑気払いランチビュッフェ ７月

日帰りグラウンド・ゴルフツアー １０月

忘　　年　　会 １２月
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第
四
回
雀
友
会
春
季
大
会
「
結
果
報
告
」 

 
 

 
 

松
村 

隆
行 

四
月
十
二
日
（
日
）
藤
城
の
家
「
よ
り
み
ち
」
に
て 

第
四
回
春
季
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
誠
に
爽
や
か
な
良
い 

天
気
に
恵
ま
れ
、
皆
様
の
ご
協
力
の
下
、
開
催
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
幹
事
と
し
て
書
面
か
ら
で
は
御
座
い
ま
す
が
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

結
果
と
し
て
は
、 

優
勝 

大
西 

勝
彦 
殿 

 

準
優
勝 

高
島 

寿
周 
殿 

参 

位 

松
村 

隆
行 
殿 

 

Ｂ
Ｂ
賞 

坪
内 

俊
郎 

殿 
 

 
 

役
満
賞
は 

ナ
シ 

 

 

次
回
は
八
月
九
日
（
日
）
に
て
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

 

 

今
回
大
会
に
ご
参
加
頂
い
た
方
を
優
先
し
て
参
加
予
定

と
し
て
は
お
り
ま
す
が
ご
都
合
の
悪
い
方
は
必
ず
五
日
前

に
は
ご
連
絡
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
皆
さ
ん
楽
し
く
健
康
麻
雀
を
さ
れ
る
の
は
本
当
に
幹
事

と
し
て
嬉
し
い
で
す
。
思
考
能
力
・
判
断
力
の
向
上
に
は
抜

群
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。
私
も
色
々
苦
労
し
て
は
い
ま
す
が
、

出
来
る
限
り
こ
の
サ
ー
ク
ル
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
更
な
る
ご
協
力
を
節
に
お
願
い
申

し
上
げ
る
次
第
に
御
座
い
ま
す
。 
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藤
森
祭
の
お
知
ら
せ 

 

５
月
５
日
、
藤
森
神
社
の
神
幸
祭
（
神
輿
渡
御
）
が
行
わ
れ
ま

す
。 

藤
城
地
域
を
巡
行
す
る
時
刻
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

・大
山
町 
午
後
４
時
５
分
頃 

・ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
文
琳
前 

午
後
４
時
２
０
分
頃 

・万
帖
敷
大
通
り 
午
後
４
時
５
５
分
頃 

 

各
所
で
神
輿
の
担
ぎ
上
げ
が
行
わ
れ
、
担
ぎ
手
の
熱
気
あ
ふ
れ

る
姿
は
見
応
え
十
分
で
す
。
ぜ
ひ
間
近
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
５
月
３
日
に
は
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
「
お
祓
い
獅

子
」「鳴
鐶
（な
り
か
ん
）行
列
」
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

・万
帖
敷
第
２
公
園
周
辺 

午
後
１
時
３
０
分
頃 

・東
古
御
香
公
園
周
辺 

午
後
２
時
４
５
分
頃 

 

子
ど
も
神
輿
も
巡
行
予
定
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
参
加
も
大
歓

迎
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
公
園
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。 

 

地
域
み
ん
な
で
藤
森
祭
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。  

 

（髙
橋
） 
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  「
き
ぬ
か
け
の
路
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
参
加
報
告 

兜
山
町 

 

高
橋 

 

猛 

令
和
８
年
４
月
１
６
日
（
木
）
、
抜
け
る
よ
う
な
青
空
の
下
、
す
こ
や
か

ク
ラ
ブ
京
都
（
北
区
若
手
委
員
会
担
当
）
主
催
の
「
き
ぬ
か
け
の
路
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
、
小
松
原
児
童
公
園
か
ら
馬

代
通
り
、
き
ぬ
か
け
の
路
（
龍
安
寺
前
・
仁
和
寺
前
）
、
広
沢
の
池
、
大
覚

寺
前
、
清
涼
寺
（
嵯
峨
釈
迦
堂
）
ま
で
の
約
６
Ｋ
ｍ
、
約
２
時
間
３
０
分
で

し
た
。 

当
日
は
全
体
で
５
８
９
名
、
伏
見
区
老
連
か
ら
は
２
８
名
（う
ち
藤
城

３
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。 

道
中
、
新
緑
が
ま
ぶ
し
く
感
じ
ら
れ
、
当
日
は
や
や
向
か
い
風
が
吹
い

て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
ま
た
春
ら
し
い
爽
や
か
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。 

コ
ー
ス
と
な
っ
た
「
き
ぬ
か
け
の
路
」
沿
い
に
は
、
立
命
館
大
学
や
堂

本
印
象
美
術
館
、
さ
ら
に
龍
安
寺
・
仁
和
寺
と
い
っ
た
名
所
が
並
び
、
何

度
訪
れ
て
も
飽
き
る
こ
と
の
な
い
魅
力
を
再
確
認
し
ま
し
た
。 

嵯
峨
野
は
造
園
業
の
事
業
所
が
多
く
、
植
木
や
庭
石
、
趣
の
あ
る
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
並
び
、
歩
き
な
が
ら
思
わ
ず
足
を
止
め
て
見
入
っ
て
し
ま

う
ほ
ど
で
し
た
。
広
沢
池
に
近
づ
く
に
つ
れ
風
は
一
段
と
強
く
な
り
、
水

面
の
表
情
も
印
象
的
で
し
た
。
映
画
の
ロ
ケ
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

の
も
納
得
の
風
景
で
す
。 

池
の
西
側
に
あ
る
、
兒
（
ち
ご
）
神
社
で
は
、
ハ
ー
ト
ス
ト
ー
ン
が
祀
ら

れ
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
人
気

を
集
め
そ
う
な
ス
ポ
ッ
ト
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
道
中
で
は
旬

の
筍
料
理
の
話
に
花
が
咲

き
、
周
囲
の
竹
林
に
目
を
向

け
る
と
、
立
派
に
育
っ
た
筍
が

あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
、
季
節
の

恵
み
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

全
体
を
通
し
て
、
自
然
と

歴
史
、
そ
し
て
会
話
を
楽
し
み

な
が
ら
、
気
持
ち
よ
く
歩
く
こ

と
が
で
き
た
充
実
の
一
日
と

な
り
ま
し
た
。 

  

 

営業時間 昼 12:00～ 2:00 オーダーストップ  2:00 

営業時間 夕  5:00～10:00    〃         10:00 

定休日  毎週月曜日（祝日を除く） 

〒612-0847 京都市伏見区深草大亀谷大山町 85 TEL (075)641-5299 

ハートストーン（兒神社） 

8 



 

  低
い
山
を
登
る
会 

（第
１
回 

天
王
山
）参
加
報
告 

兜
山
町 

 

高
橋 

 

猛 

４
月
２
２
日
（
水
）
、
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
京
都
「
低
い
山
を
登
る
会
」
第

１
回
「
天
王
山
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
『
め
ざ
せ
！ 

健
康
長
寿
』を
テ
ー
マ

に
、
全
体
で
は
２
０
５
名
、
伏
見
区
か
ら
は
１
５
名
（藤
城
１
名
）が
参
加

し
ま
し
た
。 

薄
曇
り
の
空
の
下
、
Ｊ
Ｒ
山
崎
駅
付
近
に
集
合
し
、
い
よ
い
よ
出
発
。

歩
き
始
め
て
す
ぐ
に
急
な
上
り
坂
が
続
き
、
早
く
も
息
が
上
が
る
展
開

と
な
り
ま
し
た
が
、
「
皆
さ
ん
と
一
緒
だ
か
ら
歩
け
る
」
と
い
う
連
帯
感

が
背
中
を
押
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

こ
の
地
は
、
１
５
８
２
年
の
山
崎
の
戦
い
の
舞
台
。
豊
臣
秀
吉
が
明
智

光
秀
を
破
り
、
天
下
取
り
へ
と
大
き
く
踏
み
出
し
た
歴
史
の
分
岐
点
で

す
。
「
天
王
山
」
と
い
う
言
葉
が
勝
敗
や
運
命
を
決
す
る
場
面
の
代
名
詞

と
し
て
使
わ
れ
る
意
味
を
、
実
際
の
地
形
と
と
も
に
実
感
し
ま
し
た
。 

登
る
に
つ
れ
て
汗
ば
む
一
方
、
標
高
が
上
が
る
に
つ
れ
て
空
気
は
ひ

ん
や
り
と
変
化
。
旗
立
松
展
望
台
で
は
、
千
成
瓢
箪
の
旗
を
掲
げ
て
戦

況
を
見
守
っ
た
で
あ
ろ
う
当
時
の
様
子
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。
頂
上

の
天
王
山
で
広
げ
た
お
弁
当
は
格
別
で
、
「
も
う
半
分
く
ら
い
来
た
か
」

と
思
っ
た
も
の
の
、
実
際
に
は
そ
こ
か
ら
が
長
い
道
の
り
で
し
た
。 

そ
の
後
は
小
倉
山
、
十
方
山
と
進
み
、
い
よ
い
よ
下
り
へ
。
足
元
に
は

落
ち
葉
が
積
も
り
、
滑
り
や
す
い
状
況
の
中
で
転
倒
や
尻
餅
を
つ
く
方

も
見
ら
れ
ま
し
た
。
私
自
身
も
ス
ト
ッ
ク
を
頼
り
に
慎
重
に
下
り
ま
し
た

が
、
何
度
か
「
こ
れ
が
な
け
れ
ば
危
な
か
っ
た
」
と
感
じ
る
場
面
が
あ
り

ま
し
た
。
登
り
で
は
左
太
も
も
が
痙
攣
、
下
り
で
は
股
関
節
に
痛
み
が
出

る
な
ど
、
体
力
不
足
を
痛
感
。
住
宅
街
に
降
り
て
も
な
お
足
元
が
ふ
ら

つ
く
感
覚
が
残
り
、
「
日
頃
の
鍛
錬
の
大
切
さ
」
を
身
を
も
っ
て
思
い
知

ら
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
れ
で
も
、
途
中
で
見
た
景
色
は
格
別
。
天
王
山
ト
ン
ネ
ル
付
近
か
ら

は
、
名
神
高
速
道
路
、
阪
急
電
車
、
Ｊ
Ｒ
、
さ
ら
に
は
新
幹
線
ま
で
一
望

で
き
る
贅
沢
な
眺
め
に
疲
れ
も
ひ
と
と
き
癒
さ
れ
ま
し
た
。 

解
散
後
、
サ
ン
ト
リ
ー
山
崎
蒸
溜
所
で
の
試
飲
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
予
約
な
し
で
は
入
場
で
き
ず
断
念
。
そ
れ
も
ま

た
次
回
へ
の
楽
し
み
と
し
て
取
っ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

全
体
と
し
て
は
「
と
に
か
く
し
ん
ど
い
」
道
の
り
で
し
た
が
、
歴
史
と

自
然
、
そ
し
て
仲
間
と
の
一
体
感
を
味
わ
え
る
、
記
憶
に
残
る
一
日
と

な
り
ま
し
た
。 
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「
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
」② 

～
任
意
後
見
制
度
と
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
準
備
～

 
 

ス
ガ
マ
行
政
書
士
事
務
所 

 

須
釜 

豊 

高
齢
に
な
る
と
、
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
に
で
き
て
い
た
こ
と
に

不
安
を
感
じ
る
場
面
が
少
し
ず
つ
増
え
て
き
ま
す
。
特
に
心
配
さ

れ
る
の
が
、
「
判
断
能
力
の
低
下
」
で
す
。
認
知
症
な
ど
に
よ
り
、
自

分
で
契
約
や
手
続
き
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、
預
貯
金
の
管
理

や
施
設
入
居
の
契
約
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続
き
な
ど
に
支

障
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
状
況
に
備
え
る
制
度
と
し
て
、
「
任
意
後
見
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
将
来
、
自
分
の
判
断
能
力
が
低
下
し
た
と
き

に
備
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
信
頼
で
き
る
人
に
支
援
を
お
願
い
し
て

お
く
仕
組
み
で
す
。 

 

任
意
後
見
制
度
の
大
き
な
特
徴
は
、
「
元
気
な
う
ち
に
自
分
で

決
め
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
本
人
が
十
分
に
判
断
で
き
る
状
態
の
と
き
に
、
「
誰
に
」
「
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
任
せ
る
の
か
」
を
契
約
で
定
め
ま
す
。
こ
れ
を
「
任

意
後
見
契
約
」
と
い
い
ま
す
。 

例
え
ば
、
任
せ
る
内
容
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。 

 

・
預
貯
金
の
管
理
や
支
払
い
の
手
続
き 

 

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
契
約 

 

・
施
設
入
居
の
手
続
き 

 

・
医
療
に
関
す
る
契
約
の
補
助 

こ
の
よ
う
に
、
日
常
生
活
や
財
産
に
関
わ
る
重
要
な
手
続
き

を
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
た
人
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
仕
組
み

で
す
。 

た
だ
し
、
こ
の
契
約
は
、
締
結
し
た
だ
け
で
は
す
ぐ
に
効
力

が
発
生
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
判
断
能
力
が
低

下
し
た
と
き
に
、
家
庭
裁
判
所
へ
申
立
て
を
行
い
、
「
任
意
後

見
監
督
人
」
が
選
任
さ
れ
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
効
力
が
生
じ

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
後
見
人
の
行
動
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い

る
か
を
第
三
者
が
確
認
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

任
意
後
見
制
度
と
よ
く
比
較
さ
れ
る
も
の
に
「
法
定
後
見
制

度
」
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
す
で
に
判
断
能
力
が
低
下
し

た
後
に
家
庭
裁
判
所
が
後
見
人
を
選
任
す
る
制
度
で
す
。
そ
の

た
め
、
自
分
で
後
見
人
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
点

で
、
任
意
後
見
制
度
は
「
自
分
の
意
思
を
反
映
で
き
る
」
と
い

う
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。 
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ま
た
、
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
と
の
関
係
で
考
え
る
と
、

任
意
後
見
制
度
は
「
財
産
管
理
や
契
約
行
為
」
を
中
心
と
し
た
制

度
で
あ
り
、
見
守
り
や
生
活
支
援
、
身
元
保
証
な
ど
と
は
役
割
が

異
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
仕
組
み
と
し
て
用
意
さ

れ
て
い
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
組
み
合
わ
せ
て
利
用
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。 

任
意
後
見
契
約
は
、
公
証
役
場
で
公
正
証
書
と
し
て
作
成
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
契
約
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
自
分
の
生
活
や

将
来
の
希
望
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
無
理
の
な
い
形
で
整
理
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
制
度
や
手
続
き
に
つ
い
て
不
明
な

点
が
あ
る
場
合
に
は
、
自
治
体
の
相
談
窓
口
や
専
門
の
相
談
機
関

な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
す
。 

任
意
後
見
制
度
は
、
「
ま
だ
元
気
だ
か
ら
大
丈
夫
」
と
思
っ
て

い
る
う
ち
に
こ
そ
考
え
て
お
き
た
い
制
度
で
す
。
い
ざ
と
い
う
と

き
に
備
え
、
自
分
の
希
望
を
反
映
し
た
形
で
支
援
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
早
め
に
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
安
心
に
つ
な
が
り
ま

す
。 た

だ
、
「
制
度
の
内
容
が
よ
く
分
か
ら
な
い
」
「
自
分
の
場
合

は
必
要
な
の
か
判
断
が
つ
か
な
い
」
と
感
じ
る
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
任
意
後
見
制
度
は
一
人
ひ
と
り
の
生
活
状
況

や
ご
家
族
の
状
況
に
よ
っ
て
、
適
し
た
形
が
異
な
る
た
め
、
一
般

的
な
説
明
だ
け
で
は
分
か
り
に
く
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
少
し
で
も
気
に
な
る
点
や
不
安
に
感
じ
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
身
近
な
相
談
窓
口
な
ど
に
気

軽
に
相
談
し
て
み
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
話
を
す
る
こ
と
で
、
自

分
に
合
っ
た
準
備
の
方
法
や
、
今
す
ぐ
で
き
る
こ
と
が
見
え
て
く

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

 

今
回
ご
紹
介
し
た
内
容
が
、
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
を
考
え
る
き

っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。 

ま
た
、
「
こ
の
制
度
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
知
り
た
い
」

「
自
分
の
場
合
は
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
知
り
た
い
」
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、 

ご
遠
慮
な
く
お
知
ら
せ 

く
だ
さ
い
。 

皆
さ
ま
の
ご
相
談
や 

ご
意
見
を
、 

今
後
の
紙
面
づ
く
り
に 

活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

     

     

連
絡
先 

 
l
i
v
e
.
y
s
@
i
c
l
o
u
d
.
c
o
m 

電 

話    0
9
0-7765-0544 
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  多
宝
の
塔
～
八
風 

古
御
香
町 

岩
堀 

俊
彦 

仏
説
に
「多
宝
の
塔
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
一
人

の
人
間
の
存
在
が
ど
れ
だ
け
尊
い
か
、
そ
し
て
偉
大
で
あ
る
か
を

表
現
し
て
い
る
の
で
す
。
世
界
で
は
意
味
の
な
い
戦
争
が
起
き
て

い
ま
す
。
人
の
命
が
あ
ま
り
に
も
軽
く
考
え
ら
れ
て
い
る
現
状
は

ま
る
で
生
き
地
獄
の
様
相
で
す
。 

「多
宝
の
塔
」は
七
つ
の
宝
物
で
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
金
・銀
・瑠

璃
（る
り
）・
硨
磲
（し
ゃ
こ
）・碼
碯
（め
の
う
）・
真
珠
・玫
瑰
（ま
い

え
）の
七
つ
で
す
。
そ
れ
ら
は
人
間
の
様
々
な
特
質
や
力
を
表
し
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
聞
・信
・戒
・定
・進
・捨
・慚
（
ざ
ん
）の
七
つ
の
特

質
で
す
。 

聞
と
は
「聴
く
力
」。
信
と
は
「信
じ
る
力
」
。
戒
と
は
「自
分
を
戒

め
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
」。
定
と
は
「不
動
の
心
」「周
り
に
左
右

さ
れ
な
い
揺
る
ぎ
な
い
心
」。
進
と
は
「前
進
す
る
力
」「成
長
す
る

力
」「向
上
心
」。
捨
と
は
「利
己
的
な
心
か
ら
開
放
さ
れ
人
の
た
め

に
つ
く
す
心
」。
ざ
ん
と
は
「反
省
す
る
心
」「自
分
の
行
動
を
振
り

返
る
心
」で
す
。 

人
は
誰
も
が
、
こ
の
よ
う
な
力
と
心
を
も
と
も
と
持
っ
て
い
る

と
い
う
教
え
で
す
。
人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
、
そ
の
よ
う 

な
潜
在
能
力
を
秘
め
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
七
つ
の

力
は
、
す
べ
て
の
人
が
内
に
持
っ
て
い
る
宝
物
で
す
。
そ
の
七
つ
の

力
（
心
）を
ど
の
よ
う
に
大
き
く
開
い
て
い
く
か
は
生
ま
れ
育
っ
た

環
境
や
、
個
人
の
努
力
に
お
お
い
に
影
響
さ
れ
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。 

 

次
に
「八
風
」の
話
を
し
ま
す
。
風
に
も
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
よ
風
・薫
風
・突
風
・暴
風
な
ど
で
す
。
暑
い
日
に
、
そ
よ
風

が
吹
い
て
く
る
と
何
と
も
言
え
な
い
心
地
よ
い
気
分
に
な
り
ま

す
。
人
が
生
ま
れ
て
、
生
き
て
い
く
過
程
で
、
色
ん
な
風
が
吹
い
て

き
ま
す
。
「八
風
」は
４
つ
の
順
風
と
、
４
つ
の
逆
風
に
分
か
れ
ま

す
。
４
つ
の
順
風
と
は
利
・誉
・称
・楽
。
４
つ
の
逆
風
と
は
衰
・や

ぶ
れ
・
そ
し
り
・苦
。
こ
れ
ら
の
八
つ
の
風
に
侵
さ
れ
な
い
人
を
「賢

人
」と
呼
ぶ
そ
う
で
す
。 

「利
」と
は
金
銭
的
、
物
質
的
利
益
。
裕
福
で
あ
る
こ
と
は
、
あ
る

意
味
、
幸
福
で
す
。
「誉
」と
は
名
誉
の
こ
と
。
良
い
評
判
を
得
る
こ

と
で
す
。
あ
の
人
は
人
柄
も
よ
く
、
人
の
た
め
に
行
動
で
き
る
立

派
な
人
だ
。
な
ど
と
人
々
が
口
に
す
る
ほ
ど
の
良
い
評
判
を
得
る

こ
と
で
す
。
「称
」と
は
、
人
か
ら
褒
め
た
た
え
ら
れ
て
も
、
慢
心
を

起
こ
さ
ず
に
い
つ
も
謙
虚
な
気
持
ち
で
い
る
こ
と
。
「楽
」と
は
色

ん
な
こ
と
を
楽
し
め
る
才
能
。
音
楽
・絵
画
・運
動
・色
ん
な
趣
味

な
ど
を
心
か
ら
楽
し
め
る
才
能
。
こ
れ
ら
を
「四
順
」の
風
と
い
い

ま
す
。 
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会
社
の
中
で
も
、
吹
い
て
く
る
悪
い
風
で
す
。
人
か
ら
非
難
さ
れ

て
も
、
信
念
を
曲
げ
ず
、
不
動
の
心
で
強
く
生
き
て
い
け
る
人
が

立
派
だ
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
世
間
に
は
色
ん
な
風
が
吹
い
て
い
ま
す
。
順
風
ば

か
り
で
は
な
い
で
す
。
必
ず
逆
風
（四
違
）
も
吹
い
て
き
ま
す
。 

そ
の
時
に
、
そ
の
逆
風
に
ど
の
よ
う
に
向
か
っ
て
い
く
か
。
吹
き

飛
ば
さ
れ
ず
に
突
き
進
ん
で
い
く
か
。
そ
こ
で
、
そ
の
人
の
内
に

秘
め
た
力
と
い
う
も
の
が
試
さ
れ
る
の
で
す
。 

様
々
な
「４
違
」、
暴
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
な
い
自
分
を
つ
く

る
。
こ
れ
こ
そ
が
一
人
一
人
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
逆
風
が
吹
い
て
く
る
か
ら
、
人
は
強
く
な
れ
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。 

 
 

次
に
好
ま
し
く
な
い
風
も
吹
い
て
き
ま
す
。
「
四
違
」の
風
と
い

い
ま
す
。
「
衰
」と
い
う
風
。
そ
れ
は
勢
い
が
衰
え
て
い
く
こ
と
。
衰

弱
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
「
利
」に
対
す
る
否
定
的
な
言
葉
で

す
。
「や
ぶ
れ
」と
は
「き
ず
つ
け
る
」と
い
う
意
味
で
す
。
悪
い
評

判
を
得
る
こ
と
で
す
。
「そ
し
り
」と
は
人
の
こ
と
を
悪
く
言
う
こ

と
。
世
間
で
は
こ
の
「そ
し
り
」が
蔓
延
し
て
い
ま
す
。
人
の
悪
口

を
言
う
こ
と
。
そ
し
て
そ
れ
を
聞
く
こ
と
。
い
ず
れ
も
良
い
気
分

に
は
な
れ
な
い
も
の
で
す
。
人
を
批
判
す
る
。
揶
揄
す
る
。
そ
し
て

心
を
傷
つ
け
る
。
こ
れ
は
も
う
人
間
の
業
と
い
い
ま
す
か
、
逃
れ

ら
れ
な
い
特
質
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
家
庭
の
中
で
も
、
学
校
や 
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五
月
病
の
正
体
：な
ぜ
「５
月
」に
ガ
タ
が 

来
る
の
か
？ 

と
解
決
今
す
ぐ
ア
ク
シ
ョ
ン
！ 

 

    

実
年
会
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
！ 

京
都
伏
見
、
大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院

の
清
水
友
浩
で
す
。
早
い
も
の
で
、
私
が
こ
の
「
実
年
会
だ
よ
り
」に
寄
稿
さ

せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
約
１
０
年
と
い
う
月
日
が
流
れ
ま
し

た
。
毎
月
、
皆
様
に
健
康
の
知
恵
を
お
届
け
で
き
る
こ
の
機
会
を
、
私
は
何

よ
り
も
大
切
に
思
っ
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
２
０
２
６
年
の
５
月
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
新
緑
が
目
に
眩
し
く
、

過
ご
し
や
す
い
季
節
で
す
が
、
こ
の
時
期
に
多
く
の
人
を
悩
ま
せ
る
の
が
、

い
わ
ゆ
る
「五
月
病
」で
す
。
「な
ん
と
な
く
体
が
重
い
」「や
る
気
が
出
な
い
」

「
寝
て
も
疲
れ
が
取
れ
な
い
」そ
ん
な
不
調
を
感
じ
て
は
い
ま
せ
ん
か
？ 

今
回
は
、
こ
の
五
月
病
の
正
体
を
、
自
律
神
経
、
日
本
人
の
気
質
、
そ
し

て
「
腸
内
環
境
」
と
い
う
多
角
的
な
視
点
か
ら
解
き
明
か
し
、
当
院
が
誇
る

「
背
骨
の
調
整
」
と
最
先
端
の
「Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
」
で
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
く

べ
き
か
、
た
っ
ぷ
り
と
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
！ 

そ
も
そ
も
五
月
病
と
は
、
４
月
の
新
生
活
や
環
境
の
変
化
に
よ
る
過
度

な
緊
張
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
連
休
を
き
っ
か
け
に
プ
ツ
ン
と
切
れ

て
し
ま
う
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。 

○
自
律
神
経
の
「
ア
ク
セ
ル
」と
「
ブ
レ
ー
キ
」
の
故
障 

私
た
ち
の
体
に
は
、
活
動
時
の
ア
ク
セ
ル
で
あ
る
「交
感
神
経
」と
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
時
の
ブ
レ
ー
キ
で
あ
る
「
副
交
感
神
経
」
が
あ
り
ま
す
。
４
月
は

「
頑
張
ろ
う
！
」
と
ア
ク
セ
ル
を
全
開
に
し
続
け
て
い
る
状
態
で
す
。
し
か

し
、
５
月
に
入
り
ふ
と
息
を
抜
い
た
瞬
間
、
ブ
レ
ー
キ
が
上
手
く
効
か
な

く
な
り
、
エ
ン
ス
ト
を
起
こ
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
五
月
病
の
自
律
神
経

的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
す [c

ite
: 2

8
, 7

8
0

]

。 

○
日
本
人
の
性
格
と
「セ
ロ
ト
ニ
ン
」 

日
本
人
は
真
面
目
で
責
任
感
が
強
く
、
「我
慢
」を
美
徳
と
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
「完
璧
主
義
」
な
気
質
が
、
脳
内
の
幸
福
ホ
ル
モ
ン
「セ
ロ

ト
ニ
ン
」を
枯
渇
さ
せ
や
す
く
し
て
い
ま
す
。
実
は
、
こ
の
セ
ロ
ト
ニ
ン
の

約
９
割
は
「
腸
」で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
腸
内
環
境
が
荒
れ
て
い

る
と
、
心
ま
で
不
安
定
に
な
り
、
五
月
病
の
リ
ス
ク
が
跳
ね
上
が
る
の
で

す
。 

○
背
骨
か
ら
変
え
る
！ 

「開
運
背
骨
ポ
キ
ポ
キ
」の
力 

五
月
病
で
心
が
沈
ん
で
い
る
時
、
あ
な
た
の
背
中
は
丸
く
な
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？ 

自
律
神
経
は
背
骨
を
通
っ
て
い
ま
す
。
背
骨
が
ズ
レ
て
固
ま
っ

て
い
る
と
、
神
経
の
伝
達
が
悪
く
な
り
、
脳
に
「休
め
」と
い
う
指
令
が
届

き
ま
せ
ん
。
私
の
得
意
と
す
る
「
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
（
開
運
背
骨
ポ

キ
ポ
キ
）
」は
、
背
骨
の
微
細
な
ズ
レ
（サ
ブ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
）
を
整
え
る

こ
と
で
、
神
経
の
流
れ
を
正
常
化
さ
せ
ま
す
。 

背
筋
が
伸
び
れ
ば
、
呼
吸
が
深
く
な
り
、
自
然
と
「や
る
気
」
の
ス
イ
ッ

チ
が
入
り
や
す
く
な
る
。
フ
ィ
ジ
カ
ル
（体
）か
ら
メ
ン
タ
ル
（心
）
を
救
い

出
す
、
こ
れ
が
最
も
即
効
性
の
あ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
！ 

○
最
先
端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
「Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
」で
細
胞
か
ら
リ
セ
ッ
ト 

背
骨
を
整
え
た
ら
、
次
に
行
う
べ
き
は
「
細
胞
レ
ベ
ル
の
デ
ト
ッ
ク
ス
」 

 

大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院 

  
 
 
 

院
長 

清
水 

友
浩 

14 



 

  

清
水
院
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

実
年
会
の
皆
様
、
「も
う
年
だ
か
ら
疲
れ
が
取
れ
な
い
の
は
仕
方
な

い
」
と
諦
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。
「老
化
と
は
、
体
内
か
ら
水
が
抜
け
て
い

く
こ
と
」
で
す
。
Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
で
水
を
整
え
、
背
骨
を
ポ
キ
ッ
と
整
え
て
神

経
を
通
せ
ば
、
何
歳
か
ら
で
も
体
は
変
わ
り
ま
す
。
５
月
の
不
調
を
「我

慢
」
で
乗
り
切
る
の
で
は
な
く
、
最
新
の
知
恵
と
技
術
で
「解
決
」
し
ま
し

ょ
う
。
当
院
に
は
、
皆
様
の
人
生
を
よ
り
明
る
く
、
元
気
に
す
る
た
め
の

準
備
が
す
べ
て
整
っ
て
い
ま
す
。
何
か
不
安
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
ね
。
今
月
も
、
皆
様
が
「開
運
」の
笑
顔
で
過
ご

せ
る
よ
う
、
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
！ 

今
月
の
健
康
ア
ク
シ
ョ
ン 

１
．
朝
起
き
た
ら
太
陽
の
光
を
浴
び
て
セ
ロ
ト
ニ
ン
を
意
識
！ 

２
．
当
院
の
「
開
運
背
骨
ポ
キ
ポ
キ
」
で
自
律
神
経
を
調
整
。 

３
．
Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
で
三
分
の
一
の
睡
眠
時
間
を
「究
極
の
リ
ペ
ア
時
間
」

に
変
え
る  

大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院 

院
長 

清
水
友
浩 

そ
し
て
、
最
後
に
最
高
に
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
共
有
さ
せ
て
く
だ
さ

い
！
当
院
に
継
続
的
に
通
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
、
京
都
サ
ン
ガF

.C
.

の
福
岡
慎
平
選
手
。
膝
の
半
月
板
手
術
と
い
う
大
き
な
壁
を
リ
ハ
ビ
リ

で
乗
り
越
え
、
つ
い
に
こ
の
５
月
、
予
定
よ
り
も
大
幅
に
早
く
ピ
ッ
チ
に

復
帰
さ
れ
ま
す
！ 

彼
の
驚
異
的
な
回
復
ス
ピ
ー
ド
に
は
私
も
驚
か
さ

れ
ま
し
た
が
、
本
人
の
不
屈
の
努
力
と
、
当
院
で
の
Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
ケ
ア
や
背

骨
調
整
が
そ
の
力
に
な
れ
た
の
な
ら
、
こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
地
元
・京
都
の
誇
り
で
あ
る
福
岡
選
手
が
再
び
走
り
出
す
姿

を
、
実
年
会
の
皆
様
も
ぜ
ひ
一
緒
に
応
援
し
て
く
だ
さ
い
！ 

サ
ン
ガ
の

勝
利
は
私
た
ち
の
元
気
の
源
で
す
。
頑
張
れ
、
慎
平
選
手
！ 

行
け
、
京

都
サ
ン
ガ
！ 

で
す
。
こ
こ
で
登
場
す
る
の
が
、
私
が
絶
対
の
信
頼
を
置
い
て
い
る
リ
カ

バ
リ
ー
デ
バ
イ
ス
Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
」で
す
。 

○
水
分
子
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
国
際
特
許
技
術 

私
た
ち
の
体
の
約
６
０
％
は
「
水
」
で
で
き
て
い
ま
す 

。
し
か
し
、
ス

ト
レ
ス
や
老
化
に
よ
っ
て
、
こ
の
水
分
は
「目
詰
ま
り
」
を
起
こ
し
、
流
れ

が
悪
く
な
り
ま
す
。
Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
は
、
国
際
特
許
技
術
に
よ
っ
て
体
内
の
水

分
子
を
１
滴
あ
た
り
約
１
億
８
０
０
０
万
個
と
い
う
レ
ベ
ル
ま
で
極
小

化
さ
せ
ま
す
。 

ゴ
ー
ス
ト
血
管
の
復
活
：血
液
そ
の
も
の
を
流
れ
や
す
く
し
、
消
え
か

か
っ
た
「
ゴ
ー
ス
ト
血
管
」
に
ま
で
酸
素
と
栄
養
を
届
け
ま
す
。 

脳
を
「回
復
モ
ー
ド
」へ
：
Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
の
微
細
な
振
動
は
、
副
交
感
神
経

を
優
位
に
し
、
体
を
瞬
時
に
回
復
モ
ー
ド
へ
と
切
り
替
え
ま
す
。 

一
流
の
証
明
：パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
藤
波
朱
理
選
手

や
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
の
前
田
健
太
選
手
も
、
こ
の
「睡
眠
革
命
」を
取

り
入
れ
て
い
ま
す 

。
寝
て
い
る
間
に
Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
の
マ
ッ
ト
を
敷
く
だ
け

で
、
五
月
病
で
疲
弊
し
た
脳
と
体
が
、
朝
に
は
驚
く
ほ
ど
ス
ッ
キ
リ
し
て

い
る
は
ず
で
す
！ 

当
院
が
扱
う 

イ
ン
ナ
ー
ビ
ュ
ー
テ
ィ
：エ
ス
テ
プ
ロ
・
ラ
ボ
で
腸
を
整

え
る
。 

前
述
し
た
通
り
、
心
の
安
定
は
「
腸
」
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
セ
ロ
ト
ニ
ン

を
し
っ
か
り
分
泌
さ
せ
る
た
め
に
は
、
エ
ス
テ
プ
ロ
・ラ
ボ
の
高
品
質
な

サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
酵
素
飲
料
で
、
腸
内
環
境
を
「黄
金
状
態
」に
保
つ
こ

と
が
不
可
欠
で
す
。
酵
素
で
代
謝
を
上
げ
る
：消
化
を
助
け
、
腸
の
負
担

を
減
ら
す
こ
と
で
、
自
律
神
経
の
乱
れ
を
抑
え
ま
す
。
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ

ク
ス
：
善
玉
菌
を
増
や
し
、
心
の
ビ
タ
ミ
ン
で
あ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
合
成

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
外
側
か
ら
は
「
背
骨
の
調
整
」
、
深
部
か
ら
は
「
Ｗ

Ｏ
Ｔ
Ｔ
」
、
そ
し
て
内
側
か
ら
は
「
プ
ロ
ラ
ボ
の
食
事
ケ
ア
」。
こ
の
三
位

一
体
の
攻
撃
こ
そ
が
、
五
月
病
を
跳
ね
返
す
唯
一
無
二
の
戦
略
で
す
！ 
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公
益
社
団
法
人
全
国
有
料
老
人
ホ
ー
ム
協
会
が
、
公
募
し
た
シ
ル
バ
ー
川

柳
の
作
品
の
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。（『
シ
ル
バ
ー
川
柳
』
ポ
プ
ラ
社
編

集
部
（
編
）
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
） 

・
う
ち
の
祖
父 
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
で 

「こ
れ
と
こ
れ
」 

は
だ
の
ゆ
う
こ
（
女
性
・
岡
山
県
・
26

歳
・
会
社
員
） 

・
お
姫
様 

だ
っ
こ
の
時
は 
あ
の
ヘ
ル
パ
ー 

阿
部
浩
（
男
性
・
神
奈
川
県
・
55

歳
・
会
社
員
） 

・
孫
は
肩 

嫁
は
手
を
も
む 

年
金
日 

得
能
義
孝
（
男
性
・
広
島
県
・
72

歳
・
無
職
） 

・
お
と
と
し
の 

柱
の
傷
に 

届
か
な
い 

小
栗
和
歌
子
（
女
性
・
大
阪
府
・
79

歳
・
主
婦
） 

・
元
気
だ
が 

妻
の
前
で
は 

死
ん
だ
ふ
り 

天
井
（
男
性
・
兵
庫
県
・
75

歳 

無
職
） 

・
会
話
中 

思
い
出
せ
な
い 

君
の
名
は 

加
藤
美
鶴
（
女
性
・
愛
媛
県
・
94

歳
・
無
職
） 

・
通
ら
な
い 

ワ
シ
の
意
見
と 

針
の
穴 

角
森
玲
子
（
女
性
・
島
根
県
・
47

歳 

自
営
業
） 

・
厚
化
粧 

鏡
の
ぞ
い
て 

怖
く
な
り 

Ｔ
．
Ｋ
詩
人
（
男
性
・
青
森
県
・
59

歳
・
無
職
） 

・
高
齢
者 

３
人
寄
れ
ば 

文
句
出
る 

角
貝
久
雄
（
男
性
・
埼
玉
県
・
79

歳
・
無
職
） 

・
家
庭
で
は 

見
ざ
る
言
わ
ざ
る 

逆
ら
わ
ず 

大
塚
四
郎
（
男
性
・
京
都
府
・
66

歳･

パ
ー
ト
） 
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  食
事
中
に
む
せ
る
こ
と
が 

増
え
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

  
     

私
は
高
校
生
の
時
、
実
家
の
あ
る
岡
山
か
ら
千
葉
の
坐
禅
の
道

場
ま
で
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
通
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
経
緯
は
以
前
に
自

己
紹
介
の
と
き
に
書
い
た
の
で
今
回
は
割
愛
し
ま
す
が
、
初
め
て

坐
禅
の
や
り
方
を
教
え
て
頂
い
た
時
に
驚
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。 そ

れ
は
何
か
と
い
う
と
「
坐
禅
を
す
る
時
に
は
舌
の
先
を
上
の

前
歯
の
裏
の
根
本
に
軽
く
触
れ
る
よ
う
に
置
く
」
と
い
う
指
導
で

し
た
。
正
直
「
そ
れ
っ
て
何
の
意
味
が
あ
る
の
？
」
っ
て
い
う
違
和

感
に
似
た
感
情
が
湧
き
ま
し
た
。
姿
勢
の
安
定
に
つ
な
が
る
っ
て

教
わ
っ
た
よ
う
な
記
憶
が
う
っ
す
ら
と
あ
る
の
で
す
が
、
正
直
言

っ
て
そ
れ
を
意
識
し
て
持
続
す
る
の
は
難
し
か
っ
た
で
す
。
「
ま
ぁ

外
か
ら
見
て
い
て
も
分
か
ら
な
い
ん
だ
か
ら
、
そ
こ
は
テ
キ
ト
～

に
し
て
い
て
も
良
い
っ
か
ぁ
～
」な
ん
て
思
っ
て
い
ま
し
た
（笑
） 

そ
れ
か
ら
一
週
間
一
日
八
時
間
以
上
の
坐
禅
と
剣
道
を
し
た

の
で
す
が
、
今
に
な
っ
て
思
い
返
せ
ば
坐
禅
の
最
中
ず
っ
と
精
神 

統
一
し
て
い
た
…
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
頭
の
中
で
は
ず
う
～

っ
と
雑
念
や
煩
悩
と
た
わ
む
れ
て
い
ま
し
た
（
笑
） 

男
子
高
校
生
な
ん
て
そ
ん
な
モ
ン
で
す
わ
（
笑
） 

最
終
日
に
古

参
の
先
生
か
ら
「
道
場
が
で
き
て
３
２
年
間
で
部
外
者
で
坐
禅
と

剣
道
、
両
方
を
一
週
間
や
り
切
っ
た
の
は
君
が
初
め
て
だ
よ
！ 

坐
禅
だ
け
で
も
夜
逃
げ
す
る
ヤ
ツ
が
い
る
け
れ
ど
（
笑
）
」
そ
う
言

っ
て
い
た
だ
い
た
の
が
嬉
し
く
て
調
子
に
乗
っ
て
頻
繁
に
岡
山
か

ら
千
葉
の
道
場
ま
で
通
っ
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
高
校
卒
業
後
に
歯
科
技
工
士
免
許
取
得
の
た
め
専
門

学
校
に
通
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
そ
こ
で
も
舌
の
位
置
に
つ

い
て
教
え
て
も
ら
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
基
本
的
に
ス
ポ
ッ
ト

と
呼
ば
れ
る
上
ア
ゴ
の
前
歯
の
後
ろ
、
歯
茎
の
少
し
奥
に
あ
る
膨

ら
ん
だ
部
分
に
舌
先
を
当
て
る
の
が
理
想
だ
と
。
そ
う
で
な
い
と

口
呼
吸
に
な
り
や
す
く
な
り
、
口
呼
吸
に
な
る
と
唾
液
の
量
が
減

っ
て
口
が
乾
燥
し
や
す
く
な
り
、
結
果
的
に
歯
周
病
菌
が
繁
殖
し

や
す
く
な
る
こ
と
で
口
腔
内
の
健
康
が
損
な
わ
れ
、
口
臭
の
原
因

に
も
な
る
こ
と
、
子
供
の
場
合
だ
と
歯
並
び
が
乱
れ
る
原
因
に
も

な
る
の
で
舌
先
を
ス
ポ
ッ
ト
に
当
て
る
こ
と
は
口
腔
内
だ
け
で
な

く
全
身
の
健
康
に
も
つ
な
が
る
と
学
び
ま
し
た
。 

禅
道
場
で
学
ん
だ
こ
と
は
決
し
て
無
意
味
な
も
の
で
は
な
い
こ

と
が
そ
の
時
に
な
っ
て
初
め
て
理
解
で
き
ま
し
た
。 

 

私
の
よ
う
な
職
業
を
し
て
い
る
と
ご
年
配
の
方
と
の
お
付
き
合

い
も
多
い
の
で
す
が
、
「
食
事
中
に
よ
く
む
せ
る
」
な
ど
と
い
う
お 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
マ
ッ
サ
ー
ジ
師 

三 

宅 

淳 

之 
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訪問リハビリマッサージ 
歩行困難で医療機関のようなリハビリマッサージを受けたい方は 

医師の同意があれば、健康保険での訪問が可能です（施術時間３０分） 

三宅治療院  
初回訪問は無料です。料金・施術内容等、お気軽にお問い合わせください。 

電話 090-9887-0038 

三宅治療院のホームページはこちらの QRコードを 

スマホのカメラで読み取ってください 

悩
み
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
舌
の
位
置
を
意
識
し
な

が
ら
行
う
「
の
ど
の
体
操
」
を
お
伝
え
し
て
、
食
事
中
に
む
せ
て
し

ま
う
方
向
け
に
、
飲
み
込
む
力
を
鍛
え
る
方
法
を
お
伝
え
し
よ
う

と
思
い
ま
す
。 

①

上
下
の
歯
を
軽
く
噛
み
合
わ
せ
、
舌
の
先
を
上
の
ア
ゴ
に

当
て
る
。  

②

息
を
こ
ら
え
て
、
舌
全
体
を
上
ア
ゴ
に
あ
て
る
よ
う
に
し
て

の
ど
仏
を
あ
げ
る
。 
こ
れ
が
難
し
い
と
感
じ
る
方
は
唾
液

を
飲
み
込
む
と
の
ど
仏
が
上
が
り
ま
す
。 

③

上
記
の
状
態
を
３
秒
間
維
持
す
る
。
こ
の
運
動
を
続
け
て

い
た
だ
く
と
、
の
ど
の
筋
肉
の
動
き
を
良
く
す
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。 

も
う
一
種
類
違
う
「
の
ど
の
体
操
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
ね
。
次
は

仰
向
け
で
頭
を
上
げ
て
行
う
の
ど
の
体
操
で
す
。
や
り
方
は 

①

仰
向
け
に
な
る
。 

②

自
分
の
つ
ま
先
が
見
え
る
よ
う
に
顔
を
上
げ
る
。
こ
の
時

肩
が
上
が
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

③

上
記
の
状
態
を
で
き
れ
ば
一
分
間
維
持
し
ま
す
。
呼
吸
は

止
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。
呼
吸
を
止
め
て
行
う
と
血
圧
が

上
が
り
ま
す
か
ら
。 

ど
ち
ら
の
体
操
も
一
日
３
セ
ッ
ト
ず
つ
が
目
安
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
体
操
を
行
う
こ
と
で
舌
骨
と
下
ア
ゴ
の
骨
を
つ
な
ぐ
筋
肉

で
あ
る
舌
骨
上
筋
群
な
ど
の
筋
力
が
向
上
し
、
も
の
を
飲
み
む
と

き
に
食
道
の
入
り
口
が
大
き
く
開
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

 

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
運

動
を
す
る
こ
と
そ
の
も
の

が
面
倒
だ
と
い
う
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
そ
う
い

っ
た
方
は
食
事
の
と
き
に

「
や
や
前
屈
み
に
な
り
、

ア
ゴ
を
引
い
て
食
事
を
す

る
」
こ
と
を
意
識
し
て
く

だ
さ
い
。 

首
を
前
に
曲
げ
る
こ

と
で
誤
嚥
し
に
く
く
な
り

食
道
へ
の
送
り
込
み
も
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
食
事

中
に
む
せ
る
こ
と
が
か
な

り
軽
減
し
ま
す
。
是
非
意

識
し
て
実
践
し
て
く
だ
さ

い
。 
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  「
朝
ご
は
ん
と
こ
ど
も
の
日
」 

 

 

  

鯉
の
ぼ
り
が
青
空
に
映
え
る
候
、
皆
様
お
変
わ
り
な
く
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
は
じ
め
ま
し
て
。
京
都
老
人
ホ
ー
ム 

き
っ
ち
ん
「
さ
く
ら
」

の
リ
ー
ダ
ー
を
し
て
お
り
ま
す
、
山
地 

美
穂
と
申
し
ま
す
。 

地
域
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
大
変
お
世
話
に
な
り
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
私
は
、
法
人
内
の
こ
ど
も
分
野
に
携
わ
っ
て
お
り
、
日
々

こ
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
良
い
給
食
の
提
供
を
目
指
し
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。 

 

新
年
度
が
始
ま
っ
て
か
ら
１
か
月
が
過
ぎ
、
新
し
い
生
活
に
も
少
し

ず
つ
慣
れ
て
く
る
５
月
で
す
が
、
一
方
で
「
五
月
病
」
と
言
わ
れ
る
こ
と

も
多
く
、
身
体
の
疲
れ
や
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
な
ど
も
起
き
や
す
い
時

期
で
す
。
特
に
こ
ど
も
は
環
境
の
変
化
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
食
欲
の

低
下
や
朝
起
き
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
様
子
な
ど
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
時
期
だ
か
ら
こ
そ
毎
日
の
食
事
で
体
調
を
整
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。 

 

そ
の
中
で
も
「
朝
ご
は
ん
を
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と
」
が
大
切
で
す
。

朝
食
は
、
眠
っ
て
い
る
間
に
下
が
っ
た
体
温
を
あ
げ
、
脳
や
身
体
を
目

覚
め
さ
せ
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。
理
想
を
言
う
と
、
主
食
（
ご
は
ん
・
パ

ン
）
、
主
菜
（
卵
、
魚
、
肉
）
、
副
菜
（
野
菜
）
を
そ
ろ
え
る
こ
と
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
栄
養
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
補
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

子
育
て
世
帯
に
と
っ
て
朝
は
戦
場
で
す
。
「
毎
日
毎
日
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

朝
食
な
ん
て
作
れ
な
い
！
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。
か
く

い
う
私
も
な
か
な
か
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
朝
食
を
毎
日
提
供
す
る
こ
と
は

難
し
い
で
す
が
、
主
食
＋
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
ま
た
は
果
物
を
食
べ
て
も
ら
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
時
間
が
な
い
場
合
で
も
、
バ
ナ
ナ
や
牛
乳
、
ヨ
ー

グ
ル
ト
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
、
何
か
一
口
で
も
食
べ
る
習
慣
を
つ
け

る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

さ
て
、
５
月
と
い
え
ば
「
こ
ど
も
の
日
（
５
月
５
日
）
」
を
思
い
浮
か
べ

る
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
ど
も
の
日
は
、
１
９
４
８
年

に
制
定
さ
れ
た
国
民
の
祝
日
で
す
。
「
こ
ど
も
の
人
格
を
重
ん
じ
、
こ
ど

も
の
幸
福
を
は
か
る
と
と
も
に
、
母
に
感
謝
す
る
」
日
で
あ
り
、
古
く
か

ら
の
「
端
午
の
節
句
」
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
今
で
は
す
べ
て
の
こ

ど
も
の
成
長
と
健
康
を
願
っ
て
お
祝
い
す
る
日
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ど
う
し
て
鯉
の
ぼ
り
を
飾
る
の
か
…
「
鯉
」
は
、
流
れ
が
強
く
て
速
い

川
で
も
元
気
に
泳
ぎ
、
滝
を
も
の
ぼ
っ
て
し
ま
う
魚
で
す
。
そ
ん
な
た
く 

社
会
福
祉
法
人 

京
都
老
人
福
祉
協
会 

京
都
老
人
ホ
ー
ム
き
っ
ち
ん
「
さ
く
ら
」 

リ
ー
ダ
ー 

山
地 

美
穂 
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ま
し
い
鯉
の
よ
う
に
、
こ
ど
も
た
ち
が
元
気
に
大
き
く
な
る
こ
と
を
願
う

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
き
っ
ち
ん
「さ
く
ら
」の
こ
ど
も
分
野
で
も
、

５
月
に
は
「
こ
ど
も
の
日
メ
ニ
ュ
ー
」
と
し
て
、
鯉
の
ぼ
り
に
見
立
て
た
お

寿
司
や
ハ
ン
バ
ー
グ
、
お
や
つ
に
は
柏
餅
風
の
蒸
し
パ
ン
な
ど
、
こ
ど
も
た

ち
の
成
長
と
健
康
の
願
い
を
込
め
て
、
す
べ
て
手
作
り
で
提
供
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

今
後
も
何
卒
、
き
っ
ち
ん
「
さ
く
ら
」
を 

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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ら
か
い
個
所
、
腹
、
皮
膚
の
病
気
に
注
意
が
必
要
で
す
。
新
規
事
業

開
始
は
見
合
わ
す
方
が
得
策
で
す
。
来
月
へ
の
準
備
の
月
と
心
得

て
進
め
る
こ
と
。
吉
方
位
は
南
、
西
、
西
北
。 

◇
三
碧
木
星
生
ま
れ
の
人 

→
調
子
が
出
て
意
欲
的
に
な
り
、
万
事
順
調
に
進
展
し
ま
す
。
予
想

外
の
喜
び
が
あ
ろ
う
。
普
請
、
起
業
な
ど
早
く
着
手
す
る
の
が
吉
。
地

味
に
運
営
す
る
の
が
良
策
で
す
。
舌
、
咽
喉
、
神
経
、
爪
、
毛
髪
な
ど

の
異
常
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
吉
方
位
は
北
、
南
。 

◇
四
緑
木
星
生
ま
れ
の
人 

→
そ
よ
そ
よ
と
和
や
か
な
風
が
吹
き
め
く
る
木
漏
れ
日
の
中
に
い
る

よ
う
に
、
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
幸
運
期
で
す
。
よ
い
と
思

っ
た
事
は
結
果
が
ま
ず
く
、
そ
れ
ほ
ど
に
思
わ
な
い
事
が
案
外
よ
い
結

果
を
得
る
な
ど
、
自
分
な
が
ら
お
か
し
く
思
う
こ
と
が
多
い
。
未
婚
の

男
女
は
結
婚
を
取
り
決
め
る
月
で
す
。
吉
方
位
は
北
、
南
。 

◇
五
黄
土
星
生
ま
れ
の
人 

→
交
際
相
手
や
異
性
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
家
庭
内
に
も
問
題
が
発
生
し

そ
う
な
気
配
の
衰
運
月
で
、
何
事
も
思
う
よ
う
に
運
ば
な
い
か
ら
じ

た
ば
た
し
な
い
方
が
よ
い
。
損
失
、
失
費
も
あ
り
が
ち
で
あ
る
。
こ

の
月
に
始
め
た
こ
と
は
多
く
は
中
途
で
方
針
の
変
更
が
あ
る
。
中
宮

の
入
る
月
は
現
状
維
持
で
静
観
が
よ
い
。
吉
方
位
は
南
、
西
南
、
西

。 

 

今
月
の
運
勢 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
島
易
断
鑑
定
所 

高 

島 

寿 

周 
 

五
月
（
五
黄
土
星
の
月
） 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
月
六
日
（
立
夏
） 

か
ら
六
月
五
日
ま
で 

 

◇
一
白
水
星
生
ま
れ
の
人 

 

→
先
月
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
、
一
人
で
思
い
悩
む
事
が
多
く
、
活
気

の
あ
ま
り
な
い
月
で
す
。
病
気
に
な
っ
た
り
、
色
々
と
支
障
の
多
い
月

で
す
。
約
束
事
、
相
談
事
は
破
約
に
な
り
や
す
い
。
こ
の
月
に
発
病
す

れ
ば
長
引
き
が
ち
、
諸
事
控
え
目
が
吉
。
現
状
維
持
を
守
る
こ
と
。

吉
方
位
は
西
、
東
。 

◇
二
黒
土
星
生
ま
れ
の
人 

→
派
手
さ
は
な
い
が
、
着
実
に
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
く
運
気
で
す
。

職
業
、
不
動
産
、
朋
友
な
ど
と
の
関
わ
り
が
良
好
で
す
。
身
体
の
柔 

令和 8 年５月五黄土星 
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ご予約・お問合せ090-7889-1976 
ホームページをご覧ください 

http://jushu-takashima.com 
〒612-0844 京都市伏見区深草大亀谷東古御香町 100 番地  

ＴＥＬ・ＦＡＸ 075-642-4340 

京都河原町御池鑑定室 
〒604-8006 

京都市中京区河原町通御池下 

丸屋町 403 ＦＩＳビル 2Ｆ 

ＴＥＬ 075-778-5048 

◇
六
白
金
星
生
ま
れ
の
人 

→
活
動
力
の
高
ま
る
今
月
は
、
特
に
仕
事
に
対
す
る
取
り
組
み
に
熱

が
入
り
、
目
上
の
人
と
の
縁
が
深
ま
り
、
多
忙
と
な
る
で
し
ょ
う
。

病
難
、
け
が
等
が
あ
り
が
ち
な
の
で
注
意
す
る
こ
と
。
計
画
は
綿
密

に
立
て
、
独
断
専
行
せ
ず
、
援
助
者
を
求
め
る
こ
と
で
す
。
吉
方

位
は
西
。 

◇
七
赤
金
星
生
ま
れ
の
人 

→
今
月
は
金
銭
面
や
異
性
関
係
、
趣
味
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
に
比
重
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。
喜
び
が
多
い
月
な
の
で
、
縁

談
、
就
職
、
開
店
、
普
請
、
移
転
な
ど
は
早
く
着
手
す
る
の
が
よ
い
。

ま
た
年
少
の
女
性
に
は
喜
び
が
あ
ろ
う
。
未
婚
の
男
女
に
は
恋
の
発

現
の
月
で
す
。
吉
方
位
は
西
北
。 

◇
八
白
土
星
生
ま
れ
の
人
。 

→
今
月
は
運
勢
に
浮
沈
動
揺
が
あ
っ
て
気
の
も
め
る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
よ
う
な
月
に
は
諸
事
新
し
い
企
画
は
見
合
わ
す
方
が
よ
い
。
現

状
維
持
で
来
月
の
よ
い
運
気
を
待
つ
こ
と
。
ま
た
平
素
持
病
の
あ

る
人
は
再
発
に
注
意
。
普
請
、
造
作
、
旅
行
、
移
転
は
凶
。
吉
方
位

は
西
、
南
、
西
北
。 

  

◇
九
紫
火
星
生
ま
れ
の
人 

→
覇
気
に
溢
れ
、
名
誉
や
地

位
が
上
昇
す
る
好
機
が
訪

れ
ま
す
。
何
か
と
注
目
さ

れ
、
華
や
か
な
出
来
事
が
多

く
起
こ
る
で
し
ょ
う
。
外
見

が
盛
大
に
見
え
る
た
め
、
近

親
や
友
達
の
た
め
に
金
銭

上
の
損
失
が
あ
る
。
役
所
に

か
か
わ
る
事
件
か
印
鑑
、
証

書
等
の
心
配
事
が
あ
ろ
う
。

ま
た
住
宅
か
土
地
に
つ
い

て
の
紛
糾
に
注
意
す
る
方

が
よ
い
。
い
ま
ま
で
の
難
事

件
も
解
決
す
る
月
で
す
。
吉

方
位
は
東
南
。 
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実
年
会
だ
よ
り 

通
巻
四
百
十
八
号 

創
刊
平
成
三
年
八
月 

令
和
八
年
五
月
一
日
発
行 

  
 

 

藤
城
連
合
実
年
会 

代  

表 
  

  

鈴 

木 

美
恵
子 

編
集
・
制
作 

 

髙 

橋 
 

猛 

 
 

 
 

 

（0
9

0

―4
6

4
1

-0
7

7
7

番
） 

   a
d
o
ta

ka
@

ca
rro

t.o
cn

.n
e
.jp

 

編
集
補
助 

 
 

松
村
隆
行 

宮
杉 

曠 

校 

正 
 

 
 

松
村
隆
行 

宮
杉 

曠 

 
 

 
 

 
 

 

岩
堀
俊
彦 

 
 

 
 

 
 

わ
ー
ぷ
ろ
屋
の
ひ
と
り
ご
とⅢ

 
◎
メ
ダ
カ
た
ち
も
春
を
感
じ
て
か
、
元
気
に
動
き
回
っ
て
い
る
。
た
だ
こ

ち
ら
は
少
々
手
抜
き
気
味
に
な
っ
て
い
る
。
エ
サ
は
や
る
け
れ
ど
、
水

替
え
は
後
回
し
。
忙
し
さ
に
流
さ
れ
て
い
る
自
分
に
、
少
し
反
省
。 

◎
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
上
手
に
な
っ
た
ウ
グ
イ
ス
の
鳴
き
声
が
響
い
て
い

ま
す
。
散
歩
の
途
中
、
色
と
り
ど
り
の
花
が
目
に
入
り
、
思
わ
ず
足
を

止
め
る
こ
と
も
度
々
。
こ
ん
な
環
境
に
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
に
、
改
め

て
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

◎
駅
前
の
花
壇
に
次
は
何
を
植
え
よ
う
か
と
悩
ん
で
い
ま
す
。
ど
う
せ

な
ら
見
て
く
れ
る
人
が
「
え
え
な
ぁ
」
と
思
っ
て
く
れ
る
も
の
を
…
。

で
も
花
に
も
旬
が
あ
る
し
、
こ
れ
が
な
か
な
か
難
し
い
。 

◎
朝
の
見
守
り
、
卒
業
し
て
雰
囲
気
が
変
わ
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
姿
に

季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
声
を
か
け
た
い
気
持
ち
は
あ
る

け
れ
ど
、
今
の
時
代
、
距
離
感
も
大
事
。
顔
な
じ
み
の
子
に
だ
け
、
そ

っ
と
い
い
ね
と
一
言
。 

◎
つ
い
こ
の
前
ま
で
「
ま
だ
か
な
」
と
気
に
し
て
い
た
草
花
が
、
今
度
は

元
気
す
ぎ
て
手
に
負
え
な
い
。
草
刈
り
も
気
づ
け
ば
５
カ
所
し
て
い

る
。
時
間
さ
え
あ
れ
ば
…
と
思
い
つ
つ
、
な
か
な
か
追
い
つ
か
な
い
の

が
現
実
だ
。 

◎
よ
う
や
く
花
粉
症
も
落
ち
着
い
て
き
て
、
く
し
ゃ
み
の
回
数
も
減
少
。

こ
れ
だ
け
で
も
、
だ
い
ぶ
楽
に
な
っ
た
気
分
。
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
良
く

な
っ
た
み
た
い
。 

◎
最
近
、
警
察
か
ら
の
連
絡
も
増
え
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
映
像
提
供
の
依
頼

が
続
く
。
地
域
の
カ
メ
ラ
６
台
の
管
理
者
で
鍵
を
保
管
し
て
い
る
た

め
、
鍵
を
渡
す
だ
け
で
な
く
立
会
が
必
要
と
の
こ
と
。
正
直
、
立
会
は

め
ん
ど
く
さ
い
。
藤
城
地
域
が
狙
わ
れ
て
い
る
の
か
と
、
少
し
気
に
な

り
ま
す
。
や
は
り
声
か
け
と
情
報
共
有
が
何
よ
り
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。 

◎
年
度
が
替
わ
り
、
総
会
シ
ー
ズ
ン
に
突
入
。
案
内
は
い
た
だ
く
も
の

の
、
「
自
分
は
何
の
役
や
っ
た
か
な
？
」
と
首
を
か
し
げ
る
こ
と
も
。
ま

あ
、
こ
れ
も
ま
た
地
域
活
動
の
一
コ
マ
な
ん
で
し
ょ
う
か
ね
。 

 

実年会だよりのバックナンバーは、この QRコ
ードからご覧いただけます。ぜひ一度、これま
での歩みもお楽しみください。 
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